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坂井会長からのメッセージ♫
■ 史談会の皆様お元気にお過ごしでしょうか？

私は 5 月上旬に突然高熱と頭痛におそわれ体調をく

ずしておりましたが、ようやく体調も戻り有老連の

演芸大会に向けて丸尾長寿会のメンバー24名と共に

練習に励んでおります。

さて、現在西日本新聞に連載中の「歴史のかけら

を探して」野上建紀教授執筆中 の 5 月 23 日に掲載

された「貿易の道」で、三上次男博士の著書「陶磁

の道」が紹介されていますが、三上先生は天狗谷窯

跡や谷窯跡の発掘責任者をされたおり深川製磁に良

くお見えになりました。その折に頂いていた本のこ

とを思い出し、本棚の奥に大切に保管していた本を

取り出して改めて読み返しています。

坂井勝也

事務局より会報７月号への投稿のお願い！

■ さて、7 月は本年度も「会報」を発行の予定です。

活動が出来ないまま３ヵ月が経ちましたが、日頃の

研鑽？の成果を発表して頂く良い機会です。

投稿の内容は問いません。自由なテーマで気軽に

投稿をして頂くようお願いいたします。

今回の投稿者の一番乗りは前田順三さんで、表題

は「月天子と月待講」です。A4 で 2 ページの原稿を

頂きました。皆様の投稿をお待ちしています。

※原稿の締め切りは７月 15 日です！

投稿は任意ですが無理のない範囲でご協力をお願い

します。なお、原稿は紙面のレイアウトの都合で一

部校正を行う場合がありますがご了承下さい。

■ 5月 20日、政府の新型コロナウイルス感染症対策

分科会からマスクの着用に関する指針「マスク着用の

見解ポイント」が示され、わが史談会の活動を 2年半

ぶりに再開できそうです。史談会としては９月以降か

ら状況を見ながら屋外での活動を再開したいと思いま

す。皆様との久し振りの再会が楽しみです。

■ 新有田札所巡りは前回（2021 年 1 月 14 日）実施

から実に一年半も前のことになります。前回は 29 番札

所まで見学しましたが記憶に残っていますか？

今回は 30 番札所（丸尾）からスタートの予定です。

黒牟田・応法地区を巡り、その次は三代橋～南川原～

南山～原明の順に巡ります。その後いよいよ本格的

に？西有田地区が始まりますが足腰を鍛える絶好のコ

ースです。見学に備えて準備運動を開始しましょう！

■ 西日本新聞に連載中の「歴史のかけらを探して

陶磁考古学入門」野上建紀長崎大多文化社会学部教授

は６月 23 日現在、⑭までを史談会ホームページにて公

開中です。⑮は７月６日に掲載予定です。今後も順次

掲載しますのでお楽しみに！

「感染しない」「感染させない」を合言葉に

コロナに負けない！
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